
近
世
飛
騨
国
高
山
町
の
人
口
分
析

l
l近
世
飛
騨
国
人
口
論
第
二
報
1
1
1

坪

内

庄

次

一
、
序

説

本
稿
は
、
筆
者
の
企
画
し
て
い
る
近
世
飛
騨
国
の
人
口
論
の
一
部
を
な
す
も
の
で
、
こ
れ
を
も
っ
て
第
二
報
と
し
た
い
。
第
一
報
は
、

近世飛騨国高山町の人口分析

昭
和
四
六
年
四
月
二
日
、
専
修
大
生
田
校
舎
で
開
催
さ
れ
た
歴
史
地
理
学
会
第
一
四
回
総
会
に
お
い
て
そ
の
概
要
を
研
究
発
表
し
、
次
い

で
こ
れ
を
愛
知
教
育
大
学
地
理
学
報
告
第
三
六
・
三
七
合
併
号
(
昭
和
四
六
年
五
月
)

に
成
稿
し
た
(
l
u
o

そ
の
第
一
報
に
お
r

い
て
述
べ

た
要
旨
ほ
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
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①
近
世
飛
騨
国
の
人
口
推
移
を
み
る
と
、
概
し
て
漸
増
の
傾
向
を
と
っ
て
い
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
こ
の
漸
増
型
は
、
東
北
・
関
東
・
近
畿
な
ど

の
停
滞
減
少
型
と
は
異
る
型
で
あ
る
が
、
封
建
的
わ
く
内
に
お
い
て
水
準
の
低
い
生
活
を
営
み
な
が
ら
も
、
山
村
に
は
山
村
と
し
て
の
人
口
扶
養
弾

力
性
が
あ
っ
た
も
の
か
と
考
え
ら
れ
る
。

②

約

五

O
O冊
に
お
よ
ぶ
差
出
明
細
帳
を
整
理
し
て
、
村
落
別
一
戸
当
人
員
の
人
員
階
級
別
頻
度
表
を
作
製
し
、
尾
張
平
野
部
と
対
比
し
て
み
る

と
、
先
進
的
な
平
野
部
が
過
度
小
家
族
化
と
も
い
う
べ
き
い
ち
じ
る
し
い
傾
向
を
見
せ
る
の
に
対
し
て
(
一
戸
当
り
三
・

o
t四・
O
人
)
。
飛
騨

国
は
-
戸
当
り
四
・

o
t五
・

0
1六
・

O
人
附
近
に
ピ
l
ク
が
あ
り
、
こ
れ
は
や
は
り
前
記
の
山
村
に
お
け
る
人
口
扶
養
強
力
性
(
後
進
性
)
を
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飛騨国高山町の人口推移

年 代|家数|竃数|人口 I1戸当| 備 考(資料)

享保15(1730) 1，618 2.091 一飛騨国中案内

延享1(1744) 1，513 7，212 (4.8) 高山市史

寛政1(1789) 1，457 7，762 (5.3) 明 高田 帳

寛政12(1800) 1，617 9，426 (5.8) 同 上

文政10(1827) 2，570 9，870 3.8 宗門人別改帳

天保13(1842) 1，671 9，237 (5.5) 高山市史

明治3(1870) 1，672 11，180 (6.7) 風 土 記

明治4(1871) 2，990 11，599 3.9 宗門人別攻帳

明治5 (1872) 3，636 13，032 3.6 高山市史

明治8(1875) 3，638 13，081 3.6 第一回共武政表

明治11(1878) 3，319 14，090 4.2 第二回共武政表

明治20(1887) 4，972 22，414 4.5 地方行政区画便覧

第 1表

( )は家数一軒当り人員

反
映
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

③

約

六

O
冊
の
宗
門
人
別
攻
帳
を
分
析
す
る
と
、
白
川
郷
の
外
に
も
、
益
田
郡
馬
瀬

地
区
な
ど
、
奥
地
の
あ
ち
こ
ち
に
大
家
族
構
成
の
家
族
の
あ
る
村
が
見
出
さ
れ
る
。

こ
の
反
面
、
飛
騨
で
は
先
進
的
と
み
ら
れ
る
高
山
町
や
そ
の
周
辺
で
は
、
小
家
族
化

が
過
度
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
に
進
展
し
て
い
る
状
況
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
が

実
際
上
の
も
の
か
帳
面
上
の
も
の
か
吟
味
検
討
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
各
村
落
別

人
口
構
成
の
詳
細
分
析
と
共
に
、
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

さ
て
本
稿
は
、
右
の
第
三
の
結
論
と
問
題
点
と
を
受
け
て
、
高
山
町
に
お
け

る
家
族
構
成
そ
の
他
人
口
構
成
の
実
態
に
つ
い
て
吟
味
検
討
を
試
み
、
そ
の
結

果
を
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。
向
、
前
記
歴
史
地
理
学
会
第
一
四
回
総
会
に
お

け
る
発
表
の
際
、
評
者
中
島
義
一
氏
よ
り
次
の
よ
う
な
所
見
を
得
て
い
る
(
歴

史
地
理
学
会
々
員
通
信
第
五
九
号
)
0

「
飛
騨
随
一
の
町
場
で
あ
る
高
山
一
之
町

村
の
場
合
、
二
人
三
人
の
少
家
族
が
多
く
、
最
多
で
も
八
人
と
の
資
料
が
示
さ

れ
て
い
た
。
多
く
の
奉
公
人
を
抱
え
る
豪
商
の
場
合
、
ど
の
よ
う
に
処
理
さ
れ

て
い
た
の
か
が
知
り
た
い
点
で
あ
っ
た
』
o

こ
れ
は
誠
に
適
切
な
御
指
摘
で
あ

り
、
本
稿
は
右
の
御
所
見
に
対
す
る
返
報
を
も
兼
ね
る
こ
と
と
し
た
い
。

ニ
、
高
山
町
の
人
口
推
移
概
況

近
世
の
高
山
町
の
人
口
推
移
を
概
観
す
る
た
め
第
1
表
を
作
製
し
た
。



第
1
表
に
よ
る
と
、
近
世
高
山
町
の
人
口
推
移
は
、
概
し
て
漸
増
の
傾
向
を
と
っ
て
い
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
享
保
l

延
享
期
に
約
七
千
人
、
寛
政

l
天
保
期
に
約
九
千
人
、
明
治
初
期
に
入
っ
て
約
一
万
人
を
突
破
す
る
。
こ
こ
で
興
味
深
い
こ
と
は
、
第
一

報
で
報
告
の
通
り
、
近
世
飛
騨
国
の
人
口
が
享
保
寛
延
期
に
約
七
万
人
、
文
政
}
、
天
保
期
に
約
九
万
人
、
明
治
初
期
に
入
っ
て
約
一

O
万

人
を
突
破
す
る
か
ら
、
近
世
の
高
山
町
は
飛
騨
国
全
体
の
約
一
割
の
人
口
を
擁
し
て
繁
栄
し
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
人
口
の
総
合
的
指
標

と
し
て
の
意
義
を
考
え
る
と
、
高
山
町
の
飛
騨
国
に
お
け
る
中
心
性
の
偉
大
さ
を
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
尚
又
、
第
1
表
に
み
ら
れ
る

通
り
、
明
治
八
年
刊
行
の
共
武
政
表
に
お
け
る
高
山
町
の
人
口
が
一
万
二
一

O
八
一
人
で
あ
る
が
、
同
意
日
に
よ
る
岐
阜
県
都
の
岐
阜
町
が
一

万
八

O
O人
、
西
濃
の
中
心
大
垣
町
が
一
万
一
五
八
人
で
あ
っ
た
か
ら
、
高
山
町
は
当
時
濃
飛
両
国
(
岐
阜
県
)
随
一
の
町
場
と
し
て
繁

栄
し
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

さ
て
こ
の
よ
う
な
概
況
の
中
で
、
問
題
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
家
数
と
竃
数
と
に
つ
い
て
で
あ
る
。
飛
騨
国
中
案
内
(
延
享
三

年
上
村
木
曽
右
衛
門
著
ハ
2
U
)

に
よ
る
と
、
『
三
町
端
々
共
に
家
数
千
六
百
十
八
軒
あ
り
、
此
竃
数
合
二
千
九
十
一
あ
り
』
と
な
っ
て
居

近世飛騨国高山町の人口分析

り
、
宗
門
人
別
改
帳
に
も
、
例
え
ば
岐
阜
県
史
史
料
編
近
世
四
に
所
収
の
壱
之
町
村
宗
門
人
別
改
帳
(
天
保
十
四
年
)

の
川
上
屋
利
右
衛

門
組
の
し
め
く
く
り
に
、

『
竃
百
三
拾
三
、
家
数
合
四
捨
八
軒
、

弐
拾
三
軒
家
持
、

壱
軒
地
借
・
・
・
弐
拾
三
軒
借
家
』

内
寺
壱
ケ
寺
、

と

あ
る
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
考
え
る
と
、
家
数
は
文
字
通
り
家
の
軒
数
で
あ
り
、
こ
こ
に
割
り
込
ん
で
住
む
住
民
の
世
帯
数
(
戸
数
)
が
竃

数
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
第
1
表
で
は
一
竃
当
り
人
員
を
計
算
し
、
家
数
一
軒
当
り
人
員
は
(

)
で
示
し
た
が
、
近
世

の
竃
数
を
世
帯
数
と
し
て
計
算
し
た
一
竃
当
り
数
値
が
、
明
治
に
入
っ
て
か
ら
の
一
戸
当
人
員
と
だ
い
た
い
符
号
す
る
点
を
読
み
と
る
こ

と
が
で
き
よ
う
。
と
こ
ろ
が
、
問
題
は
そ
れ
で
終
っ
た
の
で
は
な
く
、
広
く
宗
門
人
別
改
帳
を
分
析
し
て
み
る
と
、
特
に
一
竃
当
り
人
員
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で
少
人
数
の
も
の
が
あ
ま
り
に
も
多
い
と
い
う
疑
問
点
に
遭
遇
す
る
の
で
あ
る
。
以
下
章
を
改
め
て
分
析
し
て
み
よ
う
。
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高山三町竃別人員階級表(文政10年)

ぷ 弐之町村ト附

失y 考
壱之町村 計 % 

昭日本和全5年国I 明山和崎7年村
1 120 45 74 239 9.3 5.5%' 9.1% 

2 219 130 158 507 19.8 11. 8 15.2 

3 215 146 172 533 20.7 14.8 24.2 

4 176 151 139 466 18.2 15. 1 23.2 

5 132 108 100 340 13.2 14.5 16.7 

6 82 64 73 219 8.5 12.7 6.1 

7 49 48 40 137 5.3 9.9 2.5 

8 26 18 23 67 2.6 6.8 2.0 

9 12 13 5 30 1.2 4.1 1.0 

10 3 5 2 10 0.4 2.4 O 

11 3 1 3 7 0.3 (2.5) O 

12 2 3 1 6 0.2 O 

13 3 1 1 5 0.2 。
14 4 O O 4 0.2 O 

15""'" O O 。 。 O O 

計 1，046 733 791 2，570 100.。 100.0 
(1260万戸) (198戸)

第2表

三
、
家
族
構
成

高
山
市
郷
土
館
に
は
、
高
山
三
町
の
宗
門
人
別
改
帳
が

豊
富
に
貯
蔵
さ
れ
て
い
る
。
参
考
の
た
め
そ
の
冊
数
を
整

理
し
て
み
る
と
、
壱
之
町
分
は
文
政
二
年
か
ら
明
治
四
年

ま
で
連
続
し
て
五
三
袋

(
一
袋
二
冊
で
一

O
六
冊
)
、

弐

之
町
分
は
安
永
二
年
か
ら
明
治
四
年
ま
で
連
続
(
明
治

年
欠
)
し
て
九
八
袋
(
一
九
六
冊
)
お
よ
び
享
保
四
年
分

一
冊
、
三
之
町
分
は
僅
少
で
、
寛
政
五
年
・
文
化
二
年
・

同
一

O
年
・
文
政
元
年
・
同
一

O
年
・
同
一
二
年
・
明
治

合
計
三
一
七
冊
に
達
し
、

四
年
の
七
袋
(
一
四
冊
)
、

そ

の
他
寺
内
町
・
日
影
町
・
神
明
町
な
ど
周
辺
の
支
村
の
も

の
約
二

O
冊
を
合
す
べ
る
と
、
一
合
計
三
三

O
余
冊
に
達
す

る
。
三
之
町
分
が
僅
か
七
袋
(
一
四
冊
)
に
亡
失
し
た
の

は
惜
し
い
こ
と
で
あ
る
が
、
全
体
と
し
て
は
誠
に
貴
重
な

史
料
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
岐
阜
県
史
史
料
編
近
世

四
は
、
右
の
宗
門
人
別
改
帳
の
う
ち
、
壱
之
町
村
天
保



さ
て
筆
者
は
右
の
う
ち
、

四
年
分
に
つ
い
て
、
じ
か
も
そ
の
う
ち
の
川
上
屋
利
右
衛
門
組
(
全
町
内
を
一
五
組
に
分
け
て
い
る
)

三
町
分
の
揃
っ
て
い
る
文
政
一

O
年
の
も
の
(
三
袋
六
冊
)
に
つ
い
て
、
家
族
構
成
を
み
る
と
い
う
視
点
か

の
分
を
収
録
し
て
い
る
。

ら
、
寄
唱
別
人
員
階
級
表
を
作
製
し
た
。
第
2
表
が
そ
れ
で
あ
る
。

第
2
表
に
よ
る
と
、
一
竃
に
一
人
な
い
し
三
人
と
い
う
少
数
の
も
の
が
如
何
に
多
い
か
に
一
驚
さ
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、

全
竃
数
二
五
七

O
の
う
ち
、

一
竃
一
人
と
い
う
の
が
二
三
九
竃
(
九
・
三
%
)
、

一
竃
二
人
と
い
う
の
が
五

O
七
竃

(
一
九
・
八
彪
)

Uこ

も
達
し
、
最
大
ピ
I
ク
は
一
竃
三
人
の
五
三
三
竃
(
一
一

0
・
七
形
)
で
あ
る
。
こ
の
竃
数
を
世
帯
数
と
解
釈
し
て
、
こ
れ
を
昭
和
五
年
日

本
全
国
(
国
勢
調
査
)
と
対
比
す
る
と
、
い
ち
じ
る
し
い
小
家
族
状
況
と
申
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
第
2
表
で
、
明
和
七
年
尾
州
愛

知
郡
山
崎
村
の
例
と
対
比
す
る
と
、
そ
れ
に
も
劣
ら
ぬ
小
家
族
状
況
を
表
わ
し
て
い
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
の
山
崎
村
は
、
名
古
屋
城

下
町
南
部
の
東
海
道
に
沿
う
街
村
で
、
尾
張
拘
行
記
に
は
、
『
民
戸
海
道
ト
ホ
リ
ニ
陸
続
シ
テ
茅
屋
軒
ヲ
ツ
ラ
ヌ
』
と
あ
り
、
近
世
東
海

道
沿
い
の
窮
迫
農
村
の
典
型
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
す
〉
0

要
す
る
に
第
一
報
で
報
じ
た
よ
う
に
、
山
地
飛
騨
国
で
は
、
周
知
の
白

川
郷
の
大
家
族
の
外
に
、
益
田
郡
馬
瀬
地
区
な
ど
、
奥
地
の
あ
ち
こ
ち
に
大
家
族
構
成
の
村
が
見
出
さ
れ
る
反
面
、
先
進
的
と
見
ら
れ
る

飛
騨
随
一
の
町
場
高
山
町
や
そ
の
周
辺
で
は
、
小
家
族
化
が
過
度
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
に
進
展
し
て
い
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ

で
、
一
宗
門
人
別
改
帳
の
表
明
し
て
い
る
限
り
で
は
右
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
問
題
は
こ
れ
で
終
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
す
な

近世飛騨園高山町の人口分析

わ
ち
.
こ
の
過
度
小
家
族
化
が
実
際
上
の
も
の
か
帳
面
上
の
も
の
か
、
な
お
よ
く
吟
味
検
討
す
る
こ
と
が
要
請
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

さ
て
第
2
表
に
つ
い
て
、
最
大
の
人
員
一
四
人
と
い
う
大
構
成
の
も
の
が
四
竃
あ
り
、
そ
の
う
ち
一
つ
は
寺
院
で
あ
る
か
ら
省
略
し
、
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三
竃
分
に
つ
い
て
そ
の
内
容
の
人
員
構
成
を
み
る
と
第
3
表
の
通
り
で
あ
る
。

第
3
表
に
よ
る
と
、
高
山
町
に
お
い
て
も
、
人
員
も
一
四
人
と
い
う
大
構
成
に
な
る
と
傍
系
者
を
多
く
ふ
く
み
、
弟
・
妹
・
姉
・
従
弟



50 

事例

①(里中半十郎(:: @(家妻持徳兵衛 i16424 ③(家持i原兵衛 (25
委 24

(喜子半十郎(:: (養妻子 男子 8 

娘 15 娘 7 40 

" 12 妹 38 

11 7 主良 12 
妹 13 

(喜婿

11 10 
誇代(喜子(::

50 
徒弟 53 京良 13 

男子 19 
徒姉 55 男子 9 

妹 60 
譜代(男子) 25 

京良 7 

養子 15 
λY (女子) 22 

男子 2 

譜代(男子) 48 λソ (男子) 20 弟 20 

11 ( 11)  16 11 (グ) 16 譜代(男子) 21 

計 男女n 14 内 言十 男女68 し/パd 計 男女 ~) 14 

成構族家第3表

な
ど
の
外
、
養
子
・
譜
代
を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
的
で
注
目
さ

れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
表
示
は
省
略
す
る
が
、
そ
の
他
宗
門
人
別
改
帳

を
一
覧
し
て
他
に
傍
系
と
し
て
注
目
さ
れ
る
も
の
を
あ
げ
る
と
、

婿
・
養
女
・
養
妹
・
弟
子
・
同
居
な
ど
の
用
語
で
あ
る
。

」
の
反

面
、
労
働
力
の
重
要
担
い
手
で
あ
る
奉
公
人
(
下
男
・
下
女
な
ど
)

の
用
語
は
不
可
思
議
な
が
ら
全
く
出
て
来
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
郷
土
館
文
書
に
よ
る
と
、
次
の
よ
う
な
実
例
が
あ

る
(
4
3

大
野
郡
大
原
村
の
百
姓
九
助
(
三
七
歳
)

は
、
高
山
の
打

保
屋
平
右
衛
門
家
に
一
二
年
間
実
直
に
勤
め
あ
げ
た
。
そ
こ
で
平
右

衛
門
は
安
政
六
年
(
一
八
三
九
)
、

九
助
を
『
譜
代
に
抱
え
、

私
家

宗
門
人
別
に
詰
め
差
上
げ
申
』
し
た
く
願
い
出
て
居
る
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
奉
公
人
を
譜
代
と
す
る
に
は
願
い
出
が
必
要
で
あ
っ
た
。
そ

」
ま
で
到
ら
ぬ
奉
公
人
は
ど
う
す
る
か
。
あ
る
い
は
一
歩
進
ん
で
養

子
お
よ
び
養
女
と
す
る
方
法
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
試
み
に
岐
阜
県
史

史
料
編
近
世
四
に
所
収
の
天
保
一
四
年
高
山
壱
之
町
村
宗
門
人
別
改

帳
の
中
か
ら
、
養
子
・
養
女
お
よ
び
同
居
を
抽
出
し
て
み
る
と
、
総

人
員
四
一
四
人
の
う
ち
、
養
子
二
ハ
人
、
養
女
一
七
人
、
同
居
六
人



で
あ
り
、
養
子
や
養
女
の
甚
だ
多
い
実
態
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
よ
う
な
養
子
・
養
女
・
譜
代
・
同
居
な
ど
に
組
み
入

れ
ら
れ
な
い
、

い
わ
ゆ
る
普
通
一
般
の
奉
公
人
は
ど
う
な
る
か
。
宗
門
人
別
改
帳
に
全
く
下
男
・
下
女
の
用
語
を
欠
く
点
よ
り
み
て
、
あ

る
い
は
別
竃
の
住
人
と
し
て

(
主
家
の
借
家
人
と
し
て
)
宗
門
人
別
改
帳
に
登
録
す
る
と
い
う
ケ

l
ス
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ

は
あ
く
ま
で
も
想
像
で
は
あ
る
が
、
宗
門
人
別
改
帳
の
か
ら
く
り
と
し
て
疑
問
を
投
じ
、
尚
今
後
に
お
け
る
研
究
の
問
題
点
と
し
て
指
摘

し
て
置
き
た
い
。

一
回
、
性
別
年
令
構
成

本
章
で
は
人
口
構
成
の
自
然
構
造
と
し
て
の
、
性
別
年
令
構
成
に
つ
い
て
分
析
し
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、
約
一
万
人
に
達
す
る
高
山
町
全

体
の
分
析
は
あ
ま
り
に
も
手
数
が
か
か
る
の
で
、
こ
こ
で
は
岐
阜
県
史
史
料
編
四
に
改
録
さ
れ
て
い
る
天
保
十
四
年
高
山
壱
之
町
村
(
川

上
屋
利
右
衛
門
組
)
宗
門
人
別
改
帳
を
主
と
し
て
利
用
し
た
。

近世飛騨国高山町の人口分析

最
初
に
こ
の
町
の
社
会
経
済
構
成
に
つ
い
て
一
言
ふ
れ
る
と
、
そ
の
持
高
階
層
構
成
は
、
総
計
一
三
四
竃
中
、
家
持
二
一
、
地
借
三
に

対
し
、

か
し
屋
は
一
一

O
(八
三
%
)

五
石
五
斗
余
が
最
高
で
、

そ
の
反

の
多
数
で
あ
る
。

家
持
の
う
ち
特
に
大
き
い
高
持
は
な
く
、

面
、
か
し
屋
で
一

O
石
九
斗
余
を
持
つ
者
が
居
る
。
組
頭
の
川
上
家
は
名
家
で
、
天
保
三
年
に
は
町
年
寄
を
や
っ
て
居
り
、
そ
の
年
以
後

の
宗
門
自
分
一
札
の
宗
門
帳
が
郷
土
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
が
、
当
年
の
持
高
一
二
石
五
斗
八
升
、
家
族
人
員
一
一
人
で
、
そ
の
中
に
一
一
一

人
の
譜
代
(
男
子
)
を
か
か
え
て
い
る
。
当
主
三
七
歳
、
妻
二
四
歳
、
男
子
七
歳
、
娘
一

O
歳
、
祖
母
六

O
歳
、
母
五
三
歳
、
弟
三
五
歳
の

外
、
義
妹
一
九
歳
は
あ
る
い
は
下
女
の
組
み
か
え
で
あ
ろ
う
か
。
要
す
る
に
こ
の
町
全
体
と
し
て
は
そ
れ
以
外
に
特
別
の
富
豪
は
な
く
、

51 

前
述
の
よ
う
に
か
し
屋
の
甚
だ
多
い
町
柄
で
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
社
会
経
済
的
背
景
の
も
と
で
、

で
は
こ
こ
に
住
む
人
々
の
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性
別
年
令
構
成
表
(
五
歳
間
隔
)
を
作
製
し
て
み
る
と
第
1
図
の
通
り
で
あ
る
。

第
1
図
に
よ
る
と
、
年
令
構
成
上
、
全
体
と
し
て
多
少
の
凸
凹
が
み
ら
れ
る
こ
と
は
大
数
法
則
上
や
む
を
得
な
い
が
、
総
計
男
二
二

O

‘ 
fiO 

h 91" 
10 「ー
61" 
60 
.ft 
'>0 

11" 
ヂ0
3t 
30 
.tr 
-'1.0 
/t 
10 
f ー-ーーーー可

~O人 10人←一明 ttト→ 10人 λ0 人 30人。
人

天保十四年高山壱之町村(jlj上屋利右衛門組)性別年令構成

(註) 宗門人別改帳の作製が2月であることおよび当才子

が省かれる点などより考慮、して 1""'5才の男女各数

を4/5で徐し，追加として破線で示した。

第1図

人
に
対
し
て
女
は
二
三
四
人
で
一
四
人
の
超
過
を
み
せ
、

し
か
も
女
の
二

O
歳
な
い
し
コ
一

O
歳
年
齢
層
の
附
近
に
最
大
ピ

l
ク
の
あ
る
点
が
注
目
さ

れ
よ
う
。

一
般
に
女
に
比
し
て
男
の
多
い
の
が
わ
が
国
近
世
農
村
の
全
国

的
な
傾
向
の
よ
う
で
あ
る
が
吉
)
、
そ
れ
に
対
し
て
女
性
の
超
過
は
近
世

の
町
方
の
特
徴
を
示
す
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
女
性
超
過
が

二
O
歳
な
い
し
三

O
歳
の
年
令
層
に
多
い
点
は
、
女
子
労
働
力
の
尊
重

(
女
中
そ
の
他
)
と
、
そ
れ
の
外
部
(
建
村
)

よ
り
の
流
入
が
考
え
ら
れ

ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

岐
阜
県
立
図
書
館
所
蔵
の
大
野
郡
高
山
町
方
組
家
数
人
別
牛
馬
増
減
差

引
帳
(
明
治
二
年
)

に
よ
る
と
、
こ
こ
は
家
数
一
四

O
軒
、
コ
一
八
三
竃
七

二
四
人
の
と
こ
ろ
で
、
去
る
辰
年
よ
り
差
引
、
出
生
一
四
人
死
去
二
三
人

で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
仮
に
七
二
四
人
を
分
母
と
し
て
粗
出
生
率
と
粗
死
亡

率
と
を
計
算
す
る
と
、
出
生
率
一
九
・
三
%
、

死
亡
率
二
二
・
八
%
と
な

り
、
実
に
少
産
多
死
と
も
い
う
べ
き
実
態
と
い
え
よ
う
o

と
こ
ろ
が
他
村

よ
り
入
一
五
三
人
、
他
村
へ
出
一
二
三
人
で
、
差
引
一
一
一
人
増
と
な
っ
て
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第2図 明治四年高山町方組性別年令構成

1'" 5才の破線追加については第1図の註参照。

い
る
印
こ
の
実
態
と
年
令
構
成
と
を
比
較
考
察
し
て
、
結
局
他
村
よ
り
の
流
入
に

よ
る
累
積
が
、
既
述
の
高
山
町
の
人
口
漸
増
を
支
え
た
も
の
と
理
解
し
た
い
。

向
、
岐
阜
県
立
図
書
館
所
蔵
の
明
治
四
年
高
山
町
方
組
宗
門
人
別
改
帳
に
よ
っ

て
、
そ
の
性
別
年
齢
構
成
表
を
作
成
し
て
み
て
も
第
2
図
の
通
り
で
あ
り
、

や
t主

り
二

O
歳
な
い
し
一
ニ

O
歳
の
年
齢
層
に
最
大
ピ

l
ク
の
あ
る
姿
を
み
せ
て
い
る
。

こ
の
場
合
は
、
総
計
男
四

O
二
人
に
対
し
女
四
五
二
人
で
、
ち
ょ
う
ど
五

O
人
の

女
性
超
過
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
年
令
構
成
図
は
、
凹
凸
出
入
甚
だ
し
く
、

正
に

近
世
特
有
の
砲
塔
型
で
、
特
に
二
五
歳
な
い
し
コ
一

O
歳
層
の
女
性
の
凸
起
が
い
ち

じ
る
し
い
。

五
、
増
殖
構
造
(
婚
姻
)

人
口
増
殖
を
測
定
す
る
方
法
と
し
て
、
筆
者
は
従
来
、
妊
卒
年
齢
女
子
数
に
対

す
る
一

O
歳
以
下
の
子
供
数
の
百
分
比
を
も
っ
て
増
殖
率
と
呼
び
、
濃
尾
平
野
の

(註)

各
地
に
つ
い
て
調
査
し
て
来
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
(
6
3

こ
の
方
法
に
よ
る
参
考

値
を
示
す
と
、
昭
和
五
年
お
よ
び
昭
和
一

O
年
の
多
産
に
し
て
膨
張
段
階
の
日
本

全
国
(
国
勢
調
査
)
が
共
に
一

O
一・

O
%、
家
族
計
画
と
産
児
制
限
の
普
及
し

53 

て
来
た
昭
和
三
五
年
の
各
務
原
市
那
加
桐
野
町
(
九
二
戸
四
四
四
人
)

の
例
が
五
二
・
二
形
、
近
世
の
例
で
は
前
掲
東
海
道
沿
い
の
貧
窮
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妊季年齢女子の有配偶率

1kと(JI天壱|上保利之14右年町衛高門村山組) 明治 4年高山町方組 飛騨(1870) I 日本(1930)
16 '" 20 8.3% 2.4% 8.0% 1.0% 

21 ""' 25 50.0 28.0 32.0 60.0 

!I 26 ""' 30 85.2 55.0 55.0 83.0 

31 ""' 35 73.6 53.5 71.0 90.0 

36 ""' 40 54.5 88.5 83.0 89.0 

41 ""' 45 54.5 90.3 81. 0 85.0 

言十 59.8 48.3 48.0 62.0 

第4表

農
村
の
明
和
七
年
尾
州
愛
知
郡
山
崎
村
(
一
九
八
戸
、

七
二
八
人
〉
が
六
三
・
七
%
で
あ

る
。
そ
こ
で
こ
の
方
法
を
天
保
十
四
年
高
山
壱
之
町
村
川
上
屋
利
右
衛
門
組
(
二
一
一
四

竃
、
四
五
四
人
)

に
適
用
す
る
と
、
増
殖
率
五
四
・
四
%
と
な
り
、
同
様
に
し
て
明
治
四

年
高
山
町
方
組
(
二

八
五
四
人
)

に
適
用
す
る
と
五
七
・
六
彪
と
な
る
。
近
世

安藤氏の数値は図表から筆者が読解したものである。

高
山
町
に
お
け
る
、
前
掲
の
少
産
に
し
て
多
死
の
内
容
が
首
肯
で
き
る
。
要
す
る
に
近
世

高
山
町
で
は
、
妊
平
年
齢
女
子
が
比
較
的
多
い
に
か
か
わ
ら
ず
人
口
増
殖
率
は
低
率
で
、

そ
の
全
体
と
し
て
の
人
口
漸
増
は
、
も
っ
ぱ
ら
外
部
農
村
よ
り
の
流
入
人
口
に
よ
っ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
増
殖
率
の
低
さ
は
何
に
由
来
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
医
療
施
設
の

発
達
し
な
い
、
多
産
多
死
の
前
工
業
型
段
階
で
の
特
色
で
あ
る
と
す
れ
ば
そ
れ
ま
で
の
こ

と
で
あ
ろ
う
が
、
実
態
は
少
産
多
死
と
も
い
え
る
ほ
ど
の
状
況
下
に
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

筆
者
の
濃
尾
平
野
に
お
け
る
研
究
の
結
論
と
し
て
は
、
未
婚
率
の
高
さ
、
す
な
わ
ち
平
易

に
申
せ
ば
、
生
活
苦
の
た
め
の
晩
婚
、

さ
ら
に
は
結
婚
も
で
き
な
い
人
々

(
男
女
共
に
)

が
多
い
こ
と
に
由
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
こ
ろ
で
こ
の
点
は
、
安
藤
万
寿
男
氏
が
早
く
指

摘
さ
れ
ハ
7
〉
、
ま
た
飛
騨
白
川
郷
の
犬
家
族
制
の
研
究
に
お
い
て
も
妊
苧
年
齢
女
子
の
有

(註)

配
偶
率
の
低
さ
を
強
調
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
〈
旦
、
こ
こ
で
は
そ
れ
と
対
比

し
つ
つ
高
山
町
の
場
合
を
見
て
み
よ
う
。
第
4
表
が
そ
れ
で
あ
る
。
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夫婦婚姻年齢試表(長子出生年齢)

年齢¥階車¥i販¥ ¥ 分天保14年高山壱之
明山治町方4年組高 知明和郡山7年崎尾村州愛

町(}I村|上利右衛門組)

夫|妻 夫|妻 夫 妻 夫|妻

% % % % % % % % 
20歳以下 2.4 19.0 9.8 35.4 0.9 32.2 0.8 12.0 

21 '" 25 23.8 38.0 23.2 25.6 6.3 33.0 20.3 51. 4 

26 '" 30 33.4 26.2 28.0 25.6 27.6 20.6 45.5 21. 9 

31 '" 35 14.3 11.9 22.0 12.2 32.2 10.7 16.7 6.6 

36歳以上 26.2 4.8 17.0 1.2 33.0 3.6 16.7 8.1 

計・ 100.0 100.。100.0 100.。100.0 100.。100.。100.0 
(42組) (42組) (82組)(82組) (112組) (112組)(54・・・組)(54 :組)

第5表

第
4
表
に
よ
る
と
、
高
山
町
で
は
概
し
て
妊
卒
年
齢
女
子
の
有
配
偶
率
が
低
く
、
特

に
明
治
四
年
町
方
組
の
場
合
に
お
い
て
低
く
表
わ
れ
て
い
る
。
し
か
も
当
時
は
早
婚
の

風
が
あ
り
、
二

O
歳
以
下
で
結
婚
し
て
い
る
者
も
い
る
に
は
い
る
が
、
高
年
令
の
女
子

に
お
い
て
有
配
偶
率
が
低
い
と
い
う
と
こ
ろ
に
特
徴
が
見
出
さ
れ
る
。

右
に
述
べ
た
点
は
、
男
女
の
結
婚
年
齢
が
わ
か
れ
ば
よ
り
は
っ
き
り
と
す
る
で
あ
ろ

ぅ
。
し
か
し
男
女
の
結
婚
年
齢
は
宗
門
人
別
改
帳
で
は
検
出
で
き
な
い
。
と
こ
ろ
が
長

子
の
出
生
年
齢
は
あ
る
程
度
検
出
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
宗
門
人
別
改
帳
の
中
か
ら

な
る
べ
く
正
確
と
考
え
ら
れ
る
夫
婦
を
抽
出
し
て
、
そ
の
長
子
の
出
生
年
齢
を
検
出
す

る
方
法
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
数
年
の
お
く
れ
を
考
慮
す
れ
ば
、
大
ま
か
な
が
ら

の
婚
姻
年
齢
が
想
定
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
こ
で
試
に
そ
の
方
法
を
採
用
し

て
み
る
と
第
5
表
の
通
り
で
あ
る
。

第
5
表
に
よ
る
と
、
男
子
は
二
六
歳
か
ら
三

O
歳
年
齢
層
に
ピ
l
ク
が
あ
り
、
現
代

と
あ
ま
り
大
差
は
な
い
と
い
え
よ
う
が
、
女
子
は
二

O
歳
以
下
の
若
年
齢
層
の
比
率
が

そ
う
と
う
高
く
、
当
時
の
早
婚
で
あ
っ
た
状
況
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
と
こ

ろ
が
、
そ
の
よ
う
な
早
婚
の
傾
向
を
見
せ
な
が
ら
も
、
高
年
齢
層
に
お
い
て
は
そ
う
と

う
な
晩
婚
の
比
率
を
も
ち
、
当
時
の
早
婚
で
は
あ
っ
た
が
晩
婚
で
も
あ
っ
た
と
い
う
実

態
を
察
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
点
飛
騨
は
東
海
道
沿
い
の
貧
村
山
崎
村
ほ
ど
に
極
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一， 守一 - 一 一一

差
A 
守ヨ年婦夫第B表

端
で
は
な
い
と
し
て
も
、
恵
ま
れ
た
人
々
の
早
一
婚
に
対
し
、
恵
ま
れ
ざ
る
人
々
の
晩
婚

と
い
う
実
態
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

最
後
に
、
右
の
よ
う
な
早
婚
に
し
て
晩
婚
と
い
う
婚
姻
構
造
の
中
で
は
、
夫
婦
聞
の

年
齢
差
は
聞
い
て
来
る
。
主
と
し
て
経
済
的
理
由
な
ど
に
よ
り
結
婚
に
恵
ま
れ
ず
し
て

三

O
歳
を
越
え
た
男
子
が
、

い
ざ
結
婚
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
、
若
い
女
性
と
結
婚
し

た
い
の
が
昔
も
今
も
人
情
の
常
の
よ
う
で
、
夫
婦
問
の
年
齢
差
は
自
ら
聞
か
ざ
る
を
得

な
い
。
第
6
表
に
よ
る
と
、
度
々
参
考
に
出
す
明
和
七
年
尾
州
愛
知
郡
山
崎
村
と
い
う

貧
村
ほ
ど
で
は
な
い
に
し
て
も
、
夫
婦
間
の
年
齢
差
は
現
代
よ
り
も
そ
う
と
う
に
開

き
、
且
つ
高
山
町
で
は
姉
女
房
が
多
か
一
っ
た
と
い
う
特
色
を
見
せ
て
い
る
。
こ
れ
も
結

婚
難
な
い
し
晩
婚
と
い
う
現
実
ー
か
ら
生
れ
た
人
間
生
態
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

目
、
、
土
コ

]
'
'
6
e
m
T
 

E苦

主
と
し
て
高
山
市
郷
士
館
お
よ
び
岐
阜
県
立
図
書
館
所
蔵
の
宗
門
人
別
改
帳
を
資
料

と
し
て
、
近
世
高
山
町
の
人
口
推
移
や
家
族
構
成
・
性
別
年
齢
構
成
・
増
殖
構
造
(
婚

姻
)
一
な
ど
を
分
析
し
た
結
果
、
次
の
諸
点
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

。
高
山
町
の
人
口
推
移
は
、
概
し
て
漸
噌
の
傾
向
を
と
つ
で
い
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

一
の
約
一
割
を
擁
し
ー
て
い
る
主
い
明
ノ
こ
と
陪
、
偉
大
な
中
心
性
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。

一
国
の
中
で
、
そ
の
中
心
都
市
が
総
人
口



②
家
族
構
成
を
み
る
と
い
う
視
点
か
ら
、
文
政
一

O
年
の
全
竃
数
二
、

五
七

O
に
つ
い
て
、
竃
別
人
員
階
級
表
を
作
製
す
る
と
、

一
竃

一
四
人
と
い
う
の
が
最
大
で
、
あ
ま
り
犬
家
族
構
成
の
も
の
は
い
な
い
。
そ
の
反
面
、
三
人
以
下
の
竃
が
す
こ
ぶ
る
多
く
、
こ
の
こ

と
か
ら
、
竃
数
即
世
帯
数
と
す
る
点
に
疑
問
が
湧
く
。
宗
門
人
別
改
帳
に
下
男
や
下
女
が
一
人
も
居
な
い
こ
と
か
ら
、
労
働
力
の
需

要
は
譜
代
・
養
子
・
養
女
・
同
居
な
ど
に
組
み
か
え
ら
れ
た
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
奉
公
人
を
別
竃
と
し
て
登
録
す
る
と
い
う
ケ
l

ス
も
相
当
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

① 

性
別
年
齢
構
成
を
み
る
と
、
高
山
町
は
女
性
が
超
過
を
見
せ
、
そ
の
ピ

l
ク
は
二

O
歳
な
い
し
三

O
歳
の
年
齢
層
で
あ
る
。
別
途

増
減
差
引
帳
の
示
す
と
こ
ろ
か
ら
推
察
し
て
も
、
近
世
町
方
の
特
徴
と
し
て
、
女
子
労
働
力
の
尊
重
(
下
女
な
ど
)
と
、
そ
れ
の
外

部
農
村
よ
り
の
流
入
が
考
え
ら
れ
る
。

④ 

人
口
増
殖
力
を
筆
者
な
り
の
方
法
で
算
定
し
て
み
る
と
、
高
山
町
で
は
そ
う
と
う
な
低
率
を
示
し
、
結
局
別
途
増
減
差
引
帳
か
ら

近世飛騨国高山町の人口分析

も
察
せ
ら
れ
る
よ
う
な
、
少
産
に
し
て
多
死
と
い
う
程
の
実
態
を
示
す
。
そ
し
て
こ
の
増
殖
率
の
低
さ
は
妊
苧
年
齢
女
子
の
有
配
偶

率
の
低
さ
と
関
連
し
、
生
活
苦
の
た
め
の
今
晩
婚
が
う
か
が
え
る
。

と
こ
ろ
が
さ
ら
に
別
途
の
結
婚
年
齢
の
試
算
に
よ
る
と
、
早
婚
で
は
あ
る
が
晩
婚
と
い
う
婚
姻
構
造
内
部
の
歪
が
察
せ
ら
れ
、
こ

の
よ
う
な
早
婚
で
は
あ
る
が
晩
婚
と
い
う
婚
姻
構
造
の
も
と
で
は
、
夫
婦
聞
の
年
齢
差
も
拡
大
さ
れ
た
形
で
現
わ
れ
て
い
る
。

@ 終
り
に
資
料
の
閲
覧
に
御
高
配
を
頂
い
た
高
山
市
郷
土
館
長
小
林
幹
氏
お
よ
び
館
員
の
方
々
に
深
甚
の
謝
意
を
表
し
た
い
。

5字
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詮

(
1
)
 

(
2
)
 

(
3
)
 
拙

稿

飛
騨
国
中
案
内

拙

稿

(
4
)
 

(
5
)
 

(
6
)
 

(
7
)
 

(
8
)
 

岐

阜

県

史

内

田

寛

一

拙

稿

安
藤
万
寿
男

安
藤
万
寿
男

近
世
飛
騨
国
人
口
論
(
序
説
第
一
報
)
愛
知
教
育
大
学
地
理
学
報
告
三
六
・
三
七
合
併
号
ご
九
七
一
年
五
月
)

増
補
完
本
(
一
九
七

O
年
二
一
月
)

近
世
濃
尾
農
村
人
口
増
殖
力
の
地
域
性
(
尾
州
愛
知
郡
山
崎
村
の
場
合
)
、
愛
知
教
育
大
学
地
理
学
報
告
一
二
、

(
一
九
五
八
年
二
一
月
)

通
史
編
近
世
上
(
一
九
六
八
年
三
月
)

近
世
農
村
の
人
口
地
理
的
研
究
(
一
九
七
一
年
六
月
)

濃
尾
平
野
の
近
世
に
お
け
る
人
口
構
造
に
関
す
る
研
究
、
愛
知
教
育
大
学
地
理
学
報
告
ニ

O
(
一
九
六
八
年
三
月
)

江
戸
時
代
輪
中
地
域
の
人
口
、
地
評
二
三

l
一
(
一
九
五

O
年
一
月
)

岐
阜
県
新
誌
(
一
九
五

O
年
九
月
)




